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環境研修センダｰ国際環境協力専門家育成研修について

村尾智1〕

はじめに

環境庁により平成1i年7月5日から16日まで標記

研修が実施された.同庁主催の国際環境協力研修

には入門研修,育成研修,一専攻別研修の3段階が

あるが,今回の研修は第2ステップである.このス

テップは国際的に通用寺る環境問題の専門家養成

をめざしており,環境問題の正確な現状把握,環

境問題の背後にある社会システム等を理解した上

で環境に関する国際協力の具体的イメｰジを参加

者に与える事を目的としている.地質調査所では

いくつかの研究グルｰプが環境庁地球環境研究総

合推進費による国際プロジェクトを実施中である

が,関係者には研修内容が直接役立つと予想され

る.そこで今回は上記予算のフィｰジビリティスタデ

ィ｢スモｰルスケｰルマイニングに関する予備的研

究｣を担当する筆者が参加することとなった.

研修プログラム

研修のプログラムを第1表に示す.発展途上国

の実状を把握し問題に取り組む力,自らの意見を

明快に表現,伝達する力,参加プロジェクトのマネ

ジメント能力等が身に付くよう工夫されている.ま

た,環境問題は複眼的思考を要求される複合問題

であるため,幅広い知識が吸収できるよう複数の

講師による環境問題各論が設定されている.

講師陣は環境問題の第一線で活躍する方々で

ある.我が国公害行政の草分けである橋本道夫氏

は言うに及ばず,岩波書店の地球環境学講座シリ

ｰズの著者である加藤三郎氏や松下和夫氏,ある

いは国連環境計画に長く勤務した平石ヂ彦氏,国

連開発計画で活躍した廣野良吉氏の名前もみえ

る.いずれの授業も内容が豊富であったが,それ

には教壇に立つ側の経験,無意もさることながら,

研修所の事前アンケｰトによる参加者の実務経験

把握が役立っていると思われる.またクラスを分析

専攻と行政専攻に分けてより細やかな指導を目指

した点も成功の鍵であったろう.

参加者の顔ぶれ

今回の受講者は18名であった(写真).地方自

治体の職員が12名と圧倒的に多く,環境問題が地

域問題として非常に重要な事を伺わせる.この他

には海外経済協力基金や運輸,建設,農林,通産

の各省から参加があった.専攻の内訳は行政10,

分析8だが,これは大学の専攻ではなく応募時の希

望による振り分けである.したがって建築専攻だ

が行政チｰムに属して受講した人もいた.分析チ

ｰムも大学での専攻は資源地質学,資源工学,薬

学などさまざまであった.

平成11年度国際環境協力専門家育成研修の顔ぶれ.最

前列全員と前から2番目の列の1部は環境研修センタｰの

スタッフ.前から2番目の列,右から2人目が筆者.

1)地質調査所資源エネルギｰ地質部

キｰワｰド:環境庁,国際協力,研修
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平成ユ1年度

第1表国際環境協力専門家育成研修の時間割.

環境研修センタｰ

����9:401ユ:10ユ2:4013:4015:1016:40���

����(休憩)(昼休み)(休憩)���
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〈第1週〉�開講式�(基)循環社会へのアプロｰチ�オリエンテｰシ��途上国の環境･開発問題��途上国の環境･開発問題

7月5日���ヨン･研修の目��一社会的事情一��一環境衛生一

(月)�環境文明研究所長加藤三郎��的と心構え��地球環境センタｰ平石弄彦��日本環境衛生センタｰ小林康彦

���〉���

7月6日�肋v1r〇四四enta1曲｡姻e回e回tof�国際協力における環境配慮���途上国における環境情報の収集��

(火)�α11〃刎d此e助㏄`a〃0困������

�of8加｡一∫卯刎功v加｡㎜㎝ta1������

�白0σo鵬r2〃㎝�海外経済協力基金�����国際協力事業団農林水産開発調査部

�1'6亙5Resarcム月e11o〃児匡WXoη房��環境社会開発課長代理和田篤也����農業開発調査課課長代理三次啓都

7月7日�由環境協力の実際�国際環境政策概論����プレゼンテｰション手法の理論と実践�

(水)�(社)海外環境協力センタｰ��(財)地球環境戦略研究機関����

�主任研究員市村雅一�副所長代行松下和夫����アマデイ(株)代表取締役RICCRD0州㎜EI�

�討������

7月8日�環境専門家の業務����環境モニタリングの意義と役割��我が国の公春経験概論

(木)�国際協力事業団国際協力総合研修所����岡山理科大学総合情報学部��(社)海外環境協力センタｰ

�譲国際協力専門員大田正藷����教授井上堅太郎��顧問橋本道夫

7月9日�我が国の公害健康被害対策��産業公害防止への地方自治体の��ディベｰトの理論と実践��

(金)�水俣センタｰ社会科学室長�取組�����

�田村憲治��東京薬科大学講師氷見廉二���東梅大学教育研究所教授松本茂�

〈第2週〉�行環境影響評価の動向�����プレゼンテｰション手法の理論と実践�

7月ユ2日�政ウェｰルズ大学日本校環境アセスメントコｰス������

(月)�1一一ヲ閉芦卿櫛灘讃灘一一一一趾･一一重一一一一一一�����..........■1.τ五.雌).伐凌.躯籟役....坦P9胆9.山里............�

������異質環境条件下における環境モニタリング手法�

�分�����三井金属資源開発株式会社環境調査部部長補佐�

�析アマデイ(株)代表取締役RICCRD0舳㎜EI������福田宗弘

7月13日�自プロジェクトサイクルマネジメント手法����同左��

(火)�環境と開発コンサルタント島津菓世������

�東京大学海洋研究所石田健一������

�由������

7月14日�����行環境管理システム概論��環境リスクマネジメント概論

(水)�ディベｰトの理論と実践����政環境監査研究会代表幹事��環境保健部環境安全課

�討����■後藤敏彦一1一■■■`一■■一一`一一.･1一一■``i一.Ii■`一一一分析ラボの安全管理に関わる課題��.......麗擾.摘隻..豊水..塵妊....

�東海大学教育研究所教授松本茂�����分元環境研修センタｰ主任教官渡部欣愛�

�議����析環境研修センタｰ教官渡辺靖二��

7月ユ5日�行LCA概論����経済的手法概論��Po11utio皿Preventi㎝の動向

(木)�政エゴマネジメント研究所����千葉大学法経学部��地球環境部環境保全対策課

�1代表森下研一一一一一一一一`'一･一..一一一i･.･`一一一一一一一一■一一一一･`･'.一一一一一一■一一一i``….一一一一一一一一一一異質環境条件下における環境分析法分富山県環境科学センタｰ水質課副主幹研究員白山肇����助教授倉阪秀史`'･`i一･一･.･一'■`.･･..･.…一･･.`一'i��課長補佐塚本直也■一･一一●一.一■■一一一一一i一･･･….一一一一一一一1

�����同左��

�析環境研修センタｰ教官渡辺靖二������

�������〉

7月16日�開発政策概論�環境協力の新たな取り組み���評価会�閉講式�

(金)�成膜大学経済学部�■東アシ.ア酸性雨モニタIlングネ州一クｰ�����

�名誉教授廣野良吉��酸性雨研究セ〃一所長代理鈴木克徳��研修企画官��

○使用教室1小セミナｰ室･大セミナｰ室(国際研修棟3階)､中セミナｰ室(国際研修棟2階)他

○自由討議:自由討議や演習準備等を行うO一部の講義､演習は課題研究型研修と合同
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村尾智

研修の成果

研修内容は第1表のように多岐にわたる.したが

って得たものは人によってさまざまであろう.以下

には国際環境協力に関して筆者なりに考えたポイ

ントを述べる.

(1)予算の重要性

まず,専門家が忘れてはならないのは環境問題

取り組みには予算の裏付けが必要という当たり前

の事実である.問題を論ずるだけでなく具体的行

動に結びつける努力が必要である.｢コストの議論

が大切(加藤講師)｣とか｢国際会議の決議や宣言

に応じて自動的に予算が付くわけではない(平石

一講師)｣という発言は予算まで視野に入れた議論が

なかなかなされない事を暗示している.

(2)重要な概念の正確な理解

専門家は環境問題の基本的な概念や法令を把

握してから現場に望むべきである.たとえば日本の

環境アセスメント法が規制法ではない(和田講師)

事を知っている人は案外と少ないそうである.国

連開発計画が1990年に提唱した人間開発指標

(HumanDevelopm㎝tIndex)は最近かなり普及

しているが,その考え方にロｰマ法王庁の｢真の開

発とは｣という文書*1が大きく影響している(廣野

講師)事も殆ど知られていない.誤解のない議論

を積み上げるためにはこのような背景を取材し,

知ろうとする努力が必要である.

(3)情報収集の重要性

環境情報を収集し解析する事が大切なのは言う

までもないが,正確に裏をとりながら情報収集する

のは簡単ではない(三次講師).また,提供して価

値があるのは基本的に1次情報であるが,これを現

場で収集できるとは限らない.提供者による情報

の意識的･無意識的選別,収集する側の思いこ

み,各国の意図的操作など,注意すべき点は多い.

(4)途上国の実状を理解すること

これはよく言われることであるため我々は注意し

たつもりになっている事が多い.しかし体験者の話

を伺うと自らの認識の甘さがわかる.｢フィリピンで

は法律が多数制定されているが施行体制がルｰズ

で関係者でも知らないことが多い.｣｢内務省が地

方を管轄する国に存在するのは地方自治体ではな

く単なる地方行政機関である.｣｢不可能なことを相

手に要求するな.｣｢日本の環境アセスメントのやり

方が万国共通ではない.｣｢地形図が国家機密であ

ることが多くフィｰルド調査の時に困る.｣など,講

師陣からは体験者ならではの発言が相次いだ.

終わりに

研修最終日には研修企画官と受講生が集まり評

価会を開催した.実習時間がやや少ないのではな

いか等プログラミングに関して若干の意見もあった

が内容についてはおおむね好評であった.今回で

まだ2回目という若い研修であるが,継続して3回,

4回と開催される事を期待したい.

Mu眺｡Satoshi(1999):Deve1opmentofExpertsinInteト

�瑩潮��潰敲牡瑩潮潮�故湶楲潮浥���瀲��

NationalEn切ronmentalTrainingInstitute.

<受付:1999年9月1日>

*1日本語版は一般書店で入手可能(発行元はカトリック中央協議会).内容については,たとえば鉱山地質39,289-29ユを参照.
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